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公表：令和 4 年 3 月 23 日                       事業所名       放課後等デイサービス といろ              

 

  
チェック項目 はい いいえ 工夫している点 

課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標 

環
境
・
体
制
整
備 

①  

利用定員が指導訓練室等スペースとの

関係で適切であるか  ○  

学習室と指導訓練室を区分し

て運営している。法令に遵守

している。 

感染症予防対策の為、机

上にパーテーションを設

置した。 

②  職員の配置数は適切であるか  ○  

正規職員の確保とパート職員

の確保を常に考えて対応して

いる。 

常時規定定数の配置をし

ている。 

③  

事業所の設備等について、バリアフリー化

の配慮が適切になされているか 
○  

日本家屋の借家である為直す

ことができないが、段差（玄

関）のないよう工夫している。 

個々の状態に合わせた可

視化を図り事故防止に努

めていく。 

業
務
改
善 

④  

業務改善を進めるための PDCA サイクル

（目標設定と振り返り）に、広く職員が

参画しているか 
○  

定期的または必要に応じ、研

修実施。正職員は全員参加し

ている。 

事例検討・ヒヤリハット、

マニュアル等を活用して

いる。 

⑤  

保護者等向け評価表を活用する等によ

りアンケート調査を実施して保護者等の

意向等を把握し、業務改善につなげて

いるか 

○  

年１回の自己評価の活用や必

要に応じて保護者アンケート

調査を実施、または個別対応

によって保護者の意向を把握

している。 

保護者会に向けたアンケ

ートも併用している保護

者の意向を把握し、改善

に取り組んでいる。 

⑥  

この自己評価の結果を、事業所の会報

やホームページ等で公表しているか ○  

保護者や職員全員が評価を実

施するようにしている。 

自己評価の結果は、年１

回必ずホームページにお

いて公表している。 

⑦  

第三者による外部評価を行い、評価結

果を業務改善につなげているか ○  

第三者委員の参加はないが、

今後は各委員会活動に参加し

てもらう。 

第三者委員にも評価の実

施をしてもらう。良い関

係性を保っていきたい。 

⑧  

職員の資質の向上を行うために、研修の

機会を確保しているか 
○  

毎月、又は週１回といった研

修を開催。外部研修にも積極

的参加を後押ししている。 

 

定期的、計画的に実施し

ていく。 

事業所における自己評価結果（公表） 
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適
切
な
支
援
の
提
供 

⑨  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護

者のニーズや課題を客観的に分析した

上で、放課後等デイサービス計画を作成

しているか 

○  

半年毎のモニタリング時に

再アセスメントを行い、保護

者（児童）のニーズに合わせ

計画をしている。 

現状に合わせて見直しを

し、保護者や利用者のニ

ーズに応えていきたい。 

⑩  

子どもの適応行動の状況を図るために、

標準化されたアセスメントツールを使用し

ているか ○  

標準化されたアセスメントツ

ールを使用している。保護者

から任意提出された情報や医

療機関での発達検査も参考に

している。 

年一回必ず実施するよう

にしている。 

⑪  

活動プログラムの立案をチームで行ってい

るか ○  

現場の指導員の発案を元に職

員総意の上決定している。 

指導員を中心に検討し、

総意により決定をしてい

く。 

⑫  

活動プログラムが固定化しないよう工夫

しているか ○  

毎月新しい活動を取り入れ、

バランスよく計画をしてい

る。 

日々の現れを見落とさな

いように観察と記録を大

切にしていく。 

⑬  

平日、休日、長期休暇に応じて、課題

をきめ細やかに設定して支援しているか ○  

利用時間の長短を考え、計画

をしている。 

今後も支援内容を話し合

い、整合性のある支援を

していく。 

⑭  

子どもの状況に応じて、個別活動と集団

活動を適宜組み合わせて放課後等デイ

サービス計画を作成しているか 

○  

支援目標を忘れず個別集団活

動を計画している。療育活動

を重視している。 

できる限り個人の意思決

定を尊重していく。 

⑮  

支援開始前には職員間で必ず打合せを

し、その日行われる支援の内容や役割

分担について確認しているか 

○  

朝礼時、夕礼時の打ち合わせ

により綿密に行っている。 

教材研究に力を入れ、個

別支援や集団支援に役立

てていく。 

⑯  

支援終了後には、職員間で必ず打合せ

をし、その日行われた支援の振り返りを

行い､気付いた点等を共有しているか 

 

 

○ 
 

夕礼時（振り返り）各自反省

を述べ、情報の共有をしてい

る。申し送りノートの活用も

している。 

気づき等は個別記録や業

務日誌、職員連絡帳に記

載し、全職員が見られる

ようにもれなく記入する

ことを継続する。 

⑰  

日々の支援に関して正しく記録をとること

を徹底し、支援の検証・改善につなげて

いるか 

 

○ 
 

記録の書き方指導を必要に応

じて行い、個別日誌の重要性

を理解させ記録させている。 

職員間の報告・連絡・相

談を重視していく。 

⑱  

定期的にモニタリングを行い、放課後等

デイサービス計画の見直しの必要性を判

断しているか  

○  

６ケ月月毎のモニタリングを

確実に実施し、必要に応じて

６ケ月以内でも行っている。 

記録の徹底はもとより、

申し送りも大切にしてい

く。 

⑲  

ガイドラインの総則の基本活動を複数組

み合わせて支援を行っているか ○  

支援目標の中にも複数の基本

的活動を組み入れている。 

 

組み合わせの工夫をして

いく。 
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関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

⑳  

障害児相談支援事業所のサービス担当

者会議にその子どもの状況に精通した最

もふさわしい者が参画しているか 

○  

保護者、相談員、児発管、チ

ームリーダーが参画してい

る。 

連携を密に図っていく。 

㉑  

学校との情報共有（年間計画・行事

予定等の交換、子どもの下校時刻の確

認等）、連絡調整（送迎時の対応、ト

ラブル発生時の連絡）を適切に行ってい

るか 

○  

通学校の校長、教頭、担任、

担当 SSWとも情報共有してい

る。 

今後も学校や保護者との

連携を図っていく。 

㉒  

医療的ケアが必要な子どもを受け入れる

場合は、子どもの主治医等と連絡体制

を整えているか  

  

該当なし  

㉓  

就学前に利用していた保育所や幼稚

園、認定こども園、児童発達支援事業

所等との間で情報共有と相互理解に努

めているか 

 〇 

コロナ禍のこともあり、訪問

も控えており、保護者からの

情報でしかない。落ち着き次

第関わりをしたい。 

 

もっと関係の強化を図る

ように努力していく。 

㉔  

学校を卒業し、放課後等デイサービス事

業所から障害福祉サービス事業所等へ

移行する場合、それまでの支援内容等

の情報を提供する等しているか 

 〇 

現状、要求がない為、行って

いない。申し出があれば、情

報提供はしていく。保護者か

らの申請はない。 

支援内容等の提供は利用

者にとって大切なことで

あるから提供をしていき

たい。 

㉕  

児童発達支援センターや発達障害者支

援センター等の専門機関と連携し、助言

や研修を受けているか 

〇  
リモートにおける研修になっ

たが、積極的に参加している。 

専門機関とは引き続き連

携をし、助言や研修を受

けていく。 

㉖  

放課後児童クラブや児童館との交流

や、障がいのない子どもと活動する機会

があるか 

 〇 

感染の心配から、戸外へ出か

けることもなかった。できれ

ば交流したい。 

意図的、意識的に関りを

もつようにしていく。 

㉗  

（地域自立支援）協議会等へ積極的

に参加しているか  〇 

参加は放デイ連絡会である。

地域に目を向けた活動をして

いきたい。  

協議会の情報を得る努力

をする。 

㉘  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合

い、子どもの発達の状況や課題について

共通理解を持っているか 
〇  

連絡帳、電話、口頭（送迎時）

面談を通して行っている。 

 

 

今後もきめ細やかな提供

を心がけていく。 

㉙  

保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対してペアレント･トレーニン

グ等の支援を行っているか 〇  

相談支援事業所とも協力し、

保護者に積極的に実施に向け

た取り組みを働きかけてい

る。 

 

研修等の情報を伝え研修

参加の機会を提供してい

く。 
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保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等 

㉚  

運営規程、支援の内容、利用者負担

等について丁寧な説明を行っているか  ○   

面談時書面において説明を行

い、変更になった場面も伝え

る。 

保護者のニーズに合わせ

て、その都度対応してい

く。 

㉛  

保護者からの子育ての悩み等に対する

相談に適切に応じ、必要な助言と支援

を行っているか 

 ○   
随時相談に応じ、助言や支援

を行っている。 

保護者の訴えを真摯に受

け止め、誠意を持って対

応をしていく。 

㉜  

父母の会の活動を支援したり、保護者

会等を開催する等により、保護者同士

の連携を支援しているか 
○   

一堂に会するとができない社

会になった為、書面において

保護者会を行い、保護者から

出たものに回答し、それを全

家庭に書面で渡している。 

全員参加を目標に保護者

の意向を伺いながら今後

も保護者同士の連携を図

っていきたい。保護者会

が開催できるように工夫

をしていく。 

㉝  

子どもや保護者からの苦情について、対

応の体制を整備するとともに、子どもや保

護者に周知し、苦情があった場合に迅

速かつ適切に対応しているか 

○   

苦情は今までなく、相談とし

て申し出がある。何事も即対

応をするようにしている。 

苦情の際には迅速かつ適

切に対応していく。 

㉞  

定期的に会報等を発行し、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報を子ども

や保護者に対して発信しているか  
 ○   

定期的とは言えないが、活動

の様子を各自に配布してい

る。月行事は当然お知らせを

している。 

ホームページで行事の様

子を発信している。 

 

㉟  
個人情報に十分注意しているか 

○   
職員にも守秘義務について研

修を行い、注意している。 

職員教育を継続的に行っ

ていく。 

㊱  

障害のある子どもや保護者との意思の疎

通や情報伝達のための配慮をしているか 
 ○   

児童への関り方の研修をし、

保護者の声を聞きもらさない

よう注意している。連絡ノー

トも活用。 

障害の状態に合わせた配

慮を心がける。 

㊲  

事業所の行事に地域住民を招待する

等地域に開かれた事業運営を図ってい

るか 

○   

受け入れることの準備はある

が、感染対策で今年度は実施

なし。 

近隣住民の理解が得られ

るように積極的に関わっ

ていく。 

非
常
時
等
の
対
応 

㊳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルを策定し、職員や

保護者に周知しているか 

○   

保護者には、マニュアルや注

意事項を書面で配布し、職員

にはマニュアルを中心とした

研修を実施。 

 

必要に応じて見直しをし

ていく。 

㊴  

非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行っている

か 
○   

防火、洪水、防災といった訓

練を毎月定期的に実施してい

る。 

訓練を実施し、突発的な

場面でも冷静に対応でき

るようにしていく。 
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㊵  

虐待を防止するため、職員の研修機会

を確保する等、適切な対応をしているか ○   

新規職員採用時と毎年１回は

必ず研修を実施している。 

マニュアルを定期的に見

直し、職員研修を継続的

に実施していく。 

㊶  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を

行うかについて、組織的に決定し、子ども

や保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、放課後等デイサービス計画に

記載しているか 

○   

口頭では説明しているが、文

書記載がない為、記入してい

くように改善したい。 

研修等を通して意識統一

を図り、支援に活かして

いく。対象者には支援計

画に記載し、保護者の同

意を得ていく。 

㊷  

食物アレルギーのある子どもについて、医

師の指示書に基づく対応がされているか 
○   

アセスメントにおいて、アレ

ルギーの有無内容について保

護者からの申し出のみ。 

今後も面談時に情報を得

ていく。保護者にはアレ

ルギー表で説明してい

く。 

㊸  

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内

で共有しているか  
○   

ヒヤリハットの作成は積極的

にするようにして、提出され

たらなるべく早く検討会を開

催し改善策を練っている。 

検証の実施を継続してい

く。 

 

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   
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公表：令和 ４ 年  3 月 ２３ 日    

 事業所名  放課後等デイサービス といろ          保護者等数 10（児童数 10）     回収数 ７  割合 70 ％  

 

  
チェック項目  はい 

どちらとも

いえない 
いいえ 

わから 

ない 
ご意見  ご意見を踏まえた対応 

環
境
・
体
制
整
備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に

確保されているか               
７     

  
  

②  
職員の配置数や専門性は適切であ

るか     
 ７     

  
  

 

③  

事業所の設備等は、スロープや手す

りの設置などバリアフリー化の配慮が

適切になされているか                  
６  １   

  スロープは無いが、段差

が大きい所には、ステッ

プ台が設置される等の

配慮あり。 

日本家屋であることと

借家であることもあ

り、改造・改築は不可

能ですが、できる限り

の安全に配慮していま

す。 

適
切
な
支
援
の
提
供 

④  

子どもと保護者のニーズや課題が客

観的に分析された上で、放課後等デ

イサービス計画が作成されているか 
７      

  

   

⑤  

活動プログラムが固定化しないように

工夫されているか ７     

  毎月の予定が日にち毎

に変わっている事が予

定表で確認できる。 

 

⑥  

放課後児童クラブや児童館との交流

や、障害のない子どもと活動する機

会があるか 

１ ４ ２  

 

 

 新型コロナウイルスの

影響で最近は交流する

行事がなくなっている。 

今年度もコロナウイル

ス感染予防の為外部と

の接触を必要最小限に

留めていますが、状況

が改善されてきたら児

童館などの活用を開始

していきます。 

保
護
者
へ
の
説
明
等 

⑦  
支援の内容、利用者負担等につい

て丁寧な説明がなされたか 
７     

  
  

⑧  

日頃から子どもの状況を保護者と伝

え合い、子どもの発達の状況や課題

について共通理解ができているか  

７      

  

 

常に相談にのってもら

える。連絡帳や電話、直

接相談も可能。個別担当

者会議で学校や相談支

援事業所と連携もでき

ている。 

 

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）   
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⑨  
保護者に対して面談や、育児に関す

る助言等の支援が行われているか 
６ １   

 
  

⑩  

父母の会の活動の支援や、保護者

会等の開催等により保護者同士の

連携が支援されているか  

  ４  ３  

年に保護者会の日程が

予定として入っている。

新型コロナの影響で参

加を希望しない人が多

くなっている。 

本来ならば一堂に会し

て実施すべきですが、

昨年度同様コロナウイ

ルス感染予防の為、止

む無く今年度もアンケ

ート形式で実施しまし

た。ご意見や検討課題

などについて記入して

いただきました。保護

者間相互の親睦を深め

るためにも来年度に向

けて保護者会開催に向

けて検討していきたい

と考えています。 

⑪  

子どもや保護者からの苦情について、

対応の体制を整備するとともに、子ど

もや保護者に周知・説明し、苦情が

あった場合に迅速かつ適切に対応し

ているか 

７       

苦情が出ていないが、何

かあればすぐに周知・説

明してくれる。 

苦情の申し立てがあれ

ば即対応をします。悩

みや相談事も気軽にし

ていただけるように配

慮します。 

⑫  
子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達の為の配慮がなされているか 
７    

  
  

⑬  

定期的に会報やホームページ等で、

活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価

の結果を子どもや保護者に対して発

信しているか 

７     

  

  

   

⑭  個人情報に十分注意しているか   ７     

  
  

非
常
時
等
の
対
応 

⑮  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアルを策定し、

保護者に周知・説明されているか。 

７      

  

手紙が配布されている。  

⑯  

非常災害の発生に備え、定期的に

避難、救出、その他必要な訓練が

行われているか ７     

 毎日のように訓練して

いる。本当の災害に備え

て抜き打ち訓練で様子

を確認し、改善がほどこ

されている。 
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満
足
度 

⑰  子どもは通所を楽しみにしているか  ５  ２   

  

毎日違うプログラムで

あり、楽しみながら、で

きることを増やせてい

るので喜んで行ってい

る。 

学習及び集団活動は無

理強いしません。しか

し、療育的な活動（訓

練）は支援計画に基づ

いて提供しますので無

理のない範囲で提供し

ます。自己決定を大切

にしていきます。 

⑱  

 

事業所の支援に満足しているか 

７      

  

 

不満足な点や要望、希

望などを伺い、保護者

様の声を真摯に受け止

め、満足していただけ

る支援を目指します。 

 

 ○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  

 


